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大分県警察本部の交通情

報サービスのイメージ

旅行時間をはじめとする各

種交通情幸馴ま､さまざまなメ

ディアを通じて利用者に提供

される｡

自動車交通に対する交通管理システムでは,交通状況に応じた信号機制御を高度化する一方,ドライバーの自律的な判断材

料としてリアルタイムな交通情報を提供するシステムが整備されている｡ドライバーが必要とする交通情朝には,交通規制,

渋滞度,駐車場の空き状況などがあるが,｢目的地まで,あとどれくらいかかるのか+という旅行(所要)時間情報へのニーズが

高い｡

大分県警察本部は,平成10年度に旅行時間計測システムを導入した｡これは,旅行時間計測端末〔AVl(AutomaticVehicle

ldentifier:車両番号自動読取り装置)〕からの車両情朝と,車両感知器からの交通量から旅行時間を推定するアルゴリズムによ

って旅行時間を計測するものである｡交通量の情幸削ますでに広域に収集されているので,大分市内全域のきめ細かい旅行時間

の算出が実現できた｡

このシステムで算出される旅行時間情幸馴ま,今マ乳VICS(VehiclelnformationandCommunicationSystem)サービスや,情報楓

インターネット ファクシミリなどによって広〈利用者に提供される｡一方,日立製作所は,運用者側に対しても,将来にわ

たって交通情報管理のプラットフォームとなりうる高度な地図情報システムを開発し,交通情報を効果的に表示,検索できる

システムを実現した｡

はじめに

大分県警察本部は,交通渋滞状況をきめ細かく計測す

るために,これまで交通量センサの整備を積極的に進め

てきた｡渋滞情報は,交通信号機の昔時開削御(サイク

ル･スプリット制御)や連動制御(オフセット制御)に利

用されている｡一方,管制峯では大型マルチディスプレ

イに路線図と渋滞情報を表示させて,電話での問い合わ

せやラジオ放送などの情報ソースとしている｡

今後,大分県警察本部は,収集した渋滞などの交通情

報を市民やドライバーに積極的に提供するシステムを整

備していくことを計画している｡平成10年度に口立製作
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所が開発,納人した旅行時間計測システムは,その計画

の端緒となるものであり,高精度な交通情報の算出を可

能にしている｡

ここでは,このシステムの概安と特徴について述べる｡

システムの構成

大分県警察本部の交通管制システムの構成を図1に

示す｡

このシステムでは,路上に設置された交通呆センサ

(車両感知器)と旅行時間計測端末〔AVI(Automatic

VehicleIdentifier)二車両番号自動読取i)装置〕から交通

状況を収集し,管制センターに設置される旅行時間計測

中央装置と旅行時間集計処理装置により,旅行時間を算

出する｡算才一l-†された旅行時間を管制室モニタ(旅行時間

集計処理装置兼川)で表示して監視するとともに, 増β

は既存のマルチディスプレイシステムに表示して管制室

全体で確認する｡また,重要区間の旅行時間は路上の情

報板に表示して,ドライバーに提供しているこ〕口立製作

所は,このうち,提供情報の精度や運用に重要な旅行時

間計測中央装置と,旅行時間集計処理装置を開発し,納

入した｡

2.1車両感知器･信号制御系システム

中内感知器では,直下の車両の存在を超音波の反射波

で検出し,通過台数と存在時間を計測することができる｡

比較的廉価であることや,交通信号機制御にも使用され

ていることから,Jムく整備されている｡信号制御系シス
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テムでは,5分間単位の通過台数(5分間交通量)と存在時

間(5分間占有率)の数値を収集し,旅行時間集計処理装

置に送信する｡

2.2 AVI

AVIでは,通過する車両のナンバープレートを撮影し

て,画像認識によって車両番号を判定し,電話回線を経

由して管制センターに車両番号データを送信する｡個々

の車両の通過を把握できるので情報の精度が高い｡今回,

12か所に設置された｡

2.3 旅行時間計測中央装置

旅行時間計測中央装吊では,上流側･下流側の2か所

で得られた車両番号データを照合し,その時間差から各

中両の旅行時間を計測する｡各車両の旅行時間を平均す

ることによl),区間としての旅行時間(AVI計測旅行時

間)が算出できる｡今l叶 引亘間を算出対象としている｡

2.4 旅行時間集計処理装置

旅行時間集計処理装置では,旅行時間計測中央装置

から得られるAVI計測旅行時間データと,信号制御系中

央装置から得られる車両感知器情報を組み合わせて,独

白のアルゴリズムでリアルタイムに対象126区間の施行

時間を推定する｡

また,この装置は管制皐モニタとしても使用でき,算

出した施行時間をディジタル地岡卜に表示することがで

きる｢ニュさらに,路上に設置される交通情報板でもこの情

報を表示できるように,情報板システムにも送信する｡

このように,運用者とドライバーはリアルタイムな交

交通管制センター

旅行時間計測中央装置

信号制御系

システム

マルチディスプレイ
システム

旅行晴間集計処理装置

兼管制室モニタ
情報板

システム

城崎20分 情報板

旅行時間計測システム

⑳(⊃⑳

交通信号機 墜 AVl

図1 旅行時間計測･情

報表示システムの構成

車両感知器とAVlからの

情報を基に旅行時間を算出

して,モニタ･マルチディ

スプレイ･交通情朝板にこ

の情報を表示する｡
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通情報を得ることができ,旅梓計画や経路変更などの判

断材料として利用することができる｡

旅行時間推定方式

旅行時間を計測するための路上センサであるAVIや車

両感知器は路線によって整備状況が大きく異なり,稼動

状況も日々変わる｡このため,状況に応じた常州方式を

用意し,常に最適な方式が得られる技術を開発した｡各

方式を図2に示す｡

3.1車両感知器方式

車両感知器から得られる5分間交通呆と占有率,およ

びあらかじめわかっている車長から,直‾Fの走行速度を

算出する｡算出された速度と区間距離から,その区間の

走行時間(旅行時間)を求める｡大分県では中両感知器の

整備が進んでおり,1区間内に複数設吊されていること

が多い｡このような区間については,個々の感知貨旨の交

通状況反映度を調香して利用している｡

この方式は,車両感知昔旨がある程度の密度で設置され

ている路線で広く適用が吋能なので,大分市の場合は,

市内の主安ルートをカバーできる｡

一方,車両感知器は,棒端な渋滞時や閑散時,直下に

駅停車されてしまう場合などは算出速度の精度が悪化す

る｡このような場合は,規制速度や過去の実績データベ

ースを活用し,その状況を抽出して排除することにより,

算出区間1 算出区間2
.算出区間3

車両感知器
○⑳

車両感知器
砂○¢

車両感知器
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AVlカメラ

¢
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慧荒-一少与
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車両感知器
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カメラ+車両感知器
¢ ●○(抄

(c)車両感知器･AVl併用方式

図2 旅行時間算出方式

センサの設置状況や稼動状況に応じた方式を選択,適用するこ

とにより,旅行時間の算出精度を向上させた｡

精度を維持するようにした｡

3.2 AVl方式

_卜流･下流のAVIから受信する車両番号データを苗桔
しておき,下流側を通過(到着)した車両番号データを上

流側(州発側)で照合し,その時間差から車両ごとの旅行

時間を計測する｡一定時間(5分間)に規定以上の車両数

がカウントされた場合は,各車両の旅行時間を平均して

AVI計測施行時間を算出する｡このように,AVI方式で

は旅行時間を直接計測できるので,精度が高いという特

長がある｡

問題点の一つとして,車内が途巾で想定外のルートを

通ったり,休憩や1寄l)道をしていると,正確な走行デー

タとして便川できないことがあげられる｡しかし,この

ような異常他は,統計的手法で排除するようにした｡

もう一一つの問題点として,計測1大間が良くなると(実

際,今回も,l‾耶崗が4～8kmと長い区間がある｡),朝夕

の祉占椎開始時や終了時など急激な状況変化がある場合で

は,計測時間に誤差が生じることがあげられる｡これは,

卜流側に到着した車両の旅行時間を上流側にさかのぼっ

て算附して,それを現在の旅行時間と見なすので,到着

車内が通過してきた状況と現在の状況が兜なっているよ

うな場合には,現況を反映できないからである｡この精

度向上対策として,申両感知器とAVIを併川する方式を

開発した〔図2(c)参照〕｡

3.3 車両感知器･AVl併用方式

AVIl大間の内部には車両感知器が多く設置されている

ので,AVI区間を内部の小Iメニ間に分割し,小l大間に対

して車両感知器方式を適用することにした｡申両感知一器

は直‾ドの交通状況を反映することから,現況追従性が高

い｡このことを利用して,申l叫感知器情報だけで推定し

た内部小区間旅行時間の和とAVI計測旅行時間との差

が人きければ,AVI計測旅行時間は現況をよく反映して

いないものと見なして,AVI計測旅行時間と車両感知器

推定旅行時間を案分する方式を開発した｡案分の際の

重み付けは,その差に応じて動的に変えている｡すなわ

ち,一般に精度の高いAVI計測旅行時間を優先しなが

ら,時間遅れという弱′在を補うために,リアルタイム性

の高い車両感知器情報からの推定旅行時間で補完する

ものである｡

管制室モニタ

算附された旅行時間情報は管制室モニタを通じて運月】

者が監視し,関係部署へ展開している｡そのため,管制
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室モニタをいかに佗いやすいものとするかが,開発のも

う一つの要件であった｡

4.1地図データベース

これまで,交通状況監視用にはデフォルメ地図が使用

されることが多かったが,今回は,財団法人日本デジタ

ル通路地匝‖姦会のDRM(ディジタル道路地図)を抹用し

た｡DRMは,カーナビゲーション装置に採用されている

地図データ形式である｡現在,カーナビゲーション装同

はリアルタイム交通情報を受信,表示できるⅤICS(道路

情半民通信システム)対応機種が主流となっており,人分

県では,平成12年度から･一部道川開始の予定である｡し

たがって,今後のⅤICS道川時にも,システムの移行

性･統 竹三が確保されている｡

4.2 地図表示技術

高速地図表示処理によって地岡衣ホエリアの切れ目で

の読み込み時間をほぼゼロとすることにより,ん占答性に

優れた操作を実現し,運用を不易なものにした｡

4.3 旅行時間情報管‡聖

(1)任意の区間の旅行時間を表示･非表示にする,(2)

情報板への情報掟供の開始･停止指示を行う,(3)過去

の旅行時間実績を照会するなどの機能を盛り込むことに

よF),管制室モニタ上から施行時m情報を一元的に管理

できるようにした｡

4.4 拡張性

地図に重畳される情報レイヤには,旅行時間情報レイ

ヤだけでなく,渋滞度･渋滞長･交通規制･駐車場空き

情報を持たせた｡これにより,将来管理情幸】まが増えた場

合にも,拡張が叶能である｡画‾血の--･例を図3に示す｡
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図3 管制室のモニタ画面例

ディジタル道路地図上に区間旅行晴間を重ね合わせ表示するこ

とにより,情報の提供･管理を一元化した｡
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おわりに

ここでは,自動車交通での施行時問計測システムの概

安と,その特徴である旅行時間計測方式,および管制室

モニタについて述べた｡

日動車内の情事Iま化がますます進む中で,有益な交通情

報を効果的にドライバーに提供することは,今後ますま

す重安になっていくものと考えられる｡このシステムは,

今後丘壬開される各種メディアを通じた交通情報提供シス

テムの核となるものであり,今後,このシステムとの有

機的な結合を図った情報システムの構築を目指していく

考えである!｡

終わりに,このシステムの開発にあたり,さまざまの

ご指導をいただいた大分県警察本部交通規制課の関係各

位に対し厚く感謝申し上げる次第である｡
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